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1 025-1 公園の遊び方について

　最近、公園で遊ぶ小・中学生の姿をあまり見ないなと感じることがよくあり
ます。具体的な解決策を見つけるため、卒業探究のテーマを「公園での遊
び方について」とし、公園で遊ぶ人の数を活発化したいと思い、「公園の時
間帯分け」と「学校施設の開放」の二つの方法を考えました。ご検討いただ
けると幸いです。

　本市では、子どもが笑顔で健やかに成長できるまちの実現に向けて、子どもたちが、地域で安心、安全に遊ぶことができる環境づくりを進めているところです。
　公園については、本年度より、市内の主要な公園の整備を順次進めており、子どもたちの遊び場の充実に取り組んでいます。一方で、公園利用については、安全確保や周辺環境
への配慮が必要であることから、一定のルールを定めておりますが、それにより、子どもたちが利用しにくくなっているのではないか、というご意見につきましては真摯に受け止めさ
せていただきます。ご提案いただきました時間帯による利用調整につきましては、一つの考え方として有意義な面もあると考えられますが、実際の運用にあたっては、管理体制や利
用者同士の調整など、慎重な検討が必要になると考えております。
　今後も、子どもから高齢者まで安心して利用できる公園のあり方について、いただいたご意見も参考に検討してまいります。
　学校施設の開放については、現在、全ての小学生を対象に、子どもたちが主体的に活動できる居場所として、放課後や三季休業期に小学校施設の一部を開放する「放課後オー
プンスクエア」を実施しており、校庭や体育館も活用しています。また、中学校施設の放課後開放については、部活動等、各学校での施設利用があるため行っておりませんが、平日
１７時以降や土日に、地域にお住まいの幅広い世代の方々を対象に、幼稚園、小中学校施設を開放し、スポーツや文化活動の場として活用していただいています。今回ご提案いた
だきました「子どもたちがより安心して体を動かせる場」としての学校施設の活用について、他の自治体の事例なども参考にし、さらに充実していけるよう努めてまいります。

2025/12/19 2026/2/25
公園みどり課
新しい学校推進課
放課後子ども課

2 030-1
他市の「第1子保育料無償化」決定に
伴う、枚方市での同等施策（現役世
代流出防止策）の導入について

　他市が開始する「所得制限なしの第1子保育料無償化」に対し、枚方市に
おいても早急に同等の施策（第1子からの完全無償化）を導入いただきた
い。

　本市では、子育て世帯の経済的負担を軽減するための市独自の支援策として、国の幼児教育・保育の無償化に加え、国の無償化の対象とならない０歳から２歳児クラスの課税世
帯についても、保護者の所得や同一世帯の子どもの年齢に関係なく、第２子以降の保育料の無償化を実施しております。
　国の制度を超える保育料無償化については、継続的な財政負担を伴うことから、各自治体が実施する支援策の対象や内容には自治体間で差が生じているところです。こうした財
政負担や自治体間での差を解消し、全国一律で保育を必要とする全ての子どもが等しく保育を受けることができる環境を整備することは、少子化対策の一環として国の制度におい
て、取り組むべき課題と考えております。
　そのため、本市では保育料無償化の対象拡充について国に実施されるよう、様々な機会を通じて、国に要望しているところです。何卒ご理解くださいますようお願いいたします。

2026/2/10 2026/3/23 保育幼稚園入園課

3 031-1 楠葉図書館の自習室利用について

　楠葉図書館の自習室利用について、現在夕方から開放されていることが
多いのですが、開放時間を延長できませんか。
　センター内別館エントランスは真後ろに大集会室があり楽器や歌声などで
騒がしかったり、本館エントランスでも大きめな音が出たりしているので、集
中した作業（勉強など）には向いていないです。
　限りあるスペースを有効活用されていると思いますが、自習スペースの充
実について、ご検討お願いします。

　楠葉図書館の集会室につきましては、これまでからおはなし会やイベント等に活用し、その利用がない場合に自習室として開放しているところです。
　これまでと同様に、イベント開催や読書推進団体の利用が優先とはなりますが、平日は15時からとしておりました自習室の開放時間を、９時からに拡充したいと考え、現在担当部
署において具体的な検討を進めております。拡充開始時期等が決定いたしましたら、ホームページ等にてお知らせいたします。
　なお、集会室は随時利用の申請があることから、毎月の開放時間につきましては、カレンダー形式にて館内に掲示するとともに、ホームページに掲載していますのでご来館の前に
ご確認ください。
　今後も、市民の皆様のニーズに応じて広く施設をご利用いただけるよう取り組みを進めてまいります。

2026/2/18 2026/3/10 中央図書館
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